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(57)【要約】
　除草有効量の（Ａ）フルフェナセットおよび（Ｂ）フロラスラムを含む相乗的除草組成
物が提供される。生息地での植物の成長を抑制抑制するための方法は、フルフェナセット
およびフロラスラムの両方を除草有効量で生息地に施用するステップを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　除草有効量の（Ａ）フルフェナセットおよび（Ｂ）フロラスラムを含む組成物。
【請求項２】
　フルフェナセット対フロラスラムの重量比が１０００：１～１：２０の範囲内である、
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　フルフェナセット対フロラスラムの重量比が５００：１～１：１５の範囲内である、請
求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　フルフェナセット対フロラスラムの重量比が１２０：１～５：１の範囲内である、請求
項３に記載の組成物。
【請求項５】
　フルフェナセットおよびフロラスラムの総量が、前記組成物の５～９９重量％である、
請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物が、重量を基準として、１０％～７５％のフルフェナセットおよび０．１％
～５％のフロラスラムを含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記組成物が、重量を基準として、１２％～６５％のフルフェナセットおよび０．２％
～４％のフロラスラムを含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項８】
　増量剤、キャリア、溶剤、界面活性剤、安定化剤、消泡剤、凍結防止剤、防腐剤、酸化
防止剤、着色剤、増粘剤、固体接着剤、充填剤、湿潤剤、分散剤、潤滑剤、固化防止剤、
脱泡剤および希釈剤から選択される１種または複数種の助剤をさらに含む、請求項１～７
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　水溶性濃厚剤（ＳＬ）、乳化濃厚剤（ＥＣ）、乳剤（ＥＷ）、マイクロエマルジョン（
ＭＥ）、懸濁濃厚剤（ＳＣ）、油性懸濁濃厚剤（ＯＤ）、流動性懸濁液（ＦＳ）、水分散
性顆粒（ＷＧ）、水溶性顆粒（ＳＧ）、水分散性粉末（ＷＰ）、水溶性粉末（ＳＰ）、顆
粒（ＧＲ）、カプセル化顆粒（ＣＧ）、細粒（ＦＧ）、大型粒剤（ＧＧ）、水性サスポエ
マルジョン（ＳＥ）、カプセル懸濁剤（ＣＳ）または微粒剤（ＭＧ）として製剤化された
、請求項１～８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
　実質的に上記のように記載されている除草組成物。
【請求項１１】
　植物における望ましくない植生の防除方法であって、前記植生またはその生息地に、請
求項１～１０のいずれか１項に記載の除草組成物を除草有効量で施用するステップを含む
方法。
【請求項１２】
　前記植物の成長が、穀類、綿、ジャガイモ、ヒマワリ、ピーナッツおよび／またはダイ
ズを含む作物中において抑制される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記成長が抑制される植物が、オオスズメノテッポウ（セタリア属（Ｓｅｔａｒｉａ　
ｓｐｐ．））、野生のシコクビエ（オヒシバ属（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ　ｓｐｐ．））、シバ
ムギ（ｃｏｕｇｈ　ｇｒａｓｓ）（メヒシバ属（Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｓｐｐ．））、ラ
イグラス（ドクムギ属（Ｌｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．））、ナズナ（ｓｈｅｐｈｅｒｄｓ　ｐ
ｕｒｓｅｓ）（キャップスエラー・バーサーパーストーライズ（Ｃａｐｓｅｌｌａ　ｂｕ
ｒｓａｐａｓｔｏｒｉｅｓ））、シロザ（チェノーポーディアム・アルバム（Ｃｈｅｎｏ
ｐｏｄｉｕｍ　ａｌｂｕｍ））、ダブルソーン（ｄｏｕｂｌｅ　ｔｈｏｒｎ）（オキシゴ
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ナム・シヌアツム（Ｏｘｙｇｏｎｕｍ　ｓｉｎｕａｔｕｍ））、ソバカズラ（ポリゴナム
・コンボルビュラス（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｃｏｎｖｏｌｖｕｌｕｓ））、センジュギク
（テージーティーズ・ミナッター（Ｔａｇｅｔｅｓ　ｍｉｎｕｔａ））、ハキダメギク（
ギャリンソガー・パービフローオアー（Ｇａｌｉｎｓｏｇａ　ｐａｒｖｉｆｌｏｒａ））
、ホワイトチャーロック（ｗｈｉｔｅ　ｃｈａｒｌｏｃｋ）（ラファナズ・ラファナスト
リアム（Ｒａｐｈａｎｕｓ　ｒａｐｈａｎａｓｔｒｉｕｍ））、ノスズメノテッポウ（ス
ズメノテッポウ属（Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｓｐｐ．））、イチゴツナギ（ブルーグラス
属（Ｐｏａ　ｓｐｐ．））、セイヨウヌカボ（アペラ属（Ａｐｅｒａ　ｓｐｐ．））、イ
ヌビエ（エキノクロア属（Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｓｐｐ．））、ヤエムグラ（ｃｌｅ
ａｖｅｒｓ）（ガリウムアパリン（Ｇａｌｉｕｍ　ａｐａｒｉｎｅ））、コハコベ（ｃｏ
ｍｍｏｎ　ｃｈｉｃｋｗｅｅｄ）（ステルアーリア・ミーディア（Ｓｔｅｌｌａｒｉａ　
ｍｅｄｉａ））、カキネガラシ（シシンブリアム・オフィシネール（Ｓｉｓｙｍｂｒｉｕ
ｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ））、パセリピアート（ｐａｒｓｌｅｙ－ｐｉｅｒｔ）、カモ
ミール（マトリカリア・チャモミラ（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｃｈａｍｏｍｉｌｌａ））
、イヌカミツレ（マトリカリア・パーフォレート（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｐｅｒｆｏｒ
ａｔｅ））、オオバナノセンダングサ（ｓｈｅｐｈａｒｄ’ｓ－ｎｅｅｄｌｅ）、ナズナ
（ｓｈｅｐｈｅｒｄ’ｓ－ｐｕｒｓｅ）、自生アブラナ（ｖｏｌｕｎｔｅｅｒ　ｏｉｌｓ
ｅｅｄ　ｒａｐｅ）（ブラシカナプス（ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ））、セイヨウノ
ダイコン（ｗｉｌｄ　ｒａｄｉｓｈ）（ラハナス・ラハニストラム（Ｒａｐｈａｎｕｓ　
ｒａｐｈａｎｉｓｔｒｕｍ））、ノハラガラシ（ｃｈａｒｌｏｃｋ）（シナピス・アルベ
ンシス（Ｓｉｎａｐｉｓ　ａｒｖｅｎｓｉｓ））、ケシ（ｐｏｐｐｙ）（パパベー・ロエ
アス（Ｐａｐａｖｅｒ　ｒｈｏｅａｓ））、特にノスズメノテッポウ、イチゴツナギ、セ
イヨウヌカボ、ヤエムグラ、ハコベ、カミルレモドキ、ケシ、ノハラガラシおよび自生ア
ブラナの１種または複数種である、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記成長が抑制される植物が、ノスズメノテッポウ、イチゴツナギ、セイヨウヌカボ、
ヤエムグラ、ハコベ、カミルレモドキ、ケシ、ノハラガラシおよび自生アブラナの１種ま
たは複数種である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記組成物は、施用される活性成分であるフルフェナセットおよびフロラスラムの総量
が０．０１キログラム／ヘクタール（ｋｇ／ｈａ）～約５．０ｋｇ／ｈａとなる施用量で
施用される、請求項１１～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記組成物は、施用される活性処方成分であるフルフェナセットおよびフロラスラムの
総量が０．０５ｋｇ／ｈａ～３．０ｋｇ／ｈａとなる施用量で施用される、請求項１５に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記組成物は、８０～５００ｇ／ｈａのフルフェナセットおよび１～２０ｇ／ｈａのフ
ロラスラムの施用量で施用される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記組成物が、１２０～３６０ｇ／ｈａのフルフェナセットおよび１～７．５ｇ／ｈａ
のフロラスラムの施用量で施用される、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記組成物は、植え付け前、発芽前および／または発芽後に施用される、請求項１１～
１８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　生息地に除草有効量のフルフェナセットおよびフロラスラムを施用するステップを含む
生息地における植物の成長を抑制するための方法。
【請求項２１】
　前記植物の成長が、穀類、綿、ジャガイモ、ヒマワリ、ピーナッツおよび／またはダイ



(4) JP 2017-533242 A 2017.11.9

10

20

30

40

50

ズを含む作物中において抑制される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　フルフェナセットおよびフロラスラムが前記生息地に同時に施用される、請求項２０ま
たは２１に記載の方法。
【請求項２３】
　フルフェナセットおよびフロラスラムが前記生息地に連続して施用される、請求項２０
または２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記成長が抑制される植物が、オオスズメノテッポウ（セタリア属（Ｓｅｔａｒｉａ　
ｓｐｐ．））、野生のシコクビエ（オヒシバ属（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ　ｓｐｐ．））、シバ
ムギ（ｃｏｕｇｈ　ｇｒａｓｓ）（メヒシバ属（Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｓｐｐ．））、ラ
イグラス（ドクムギ属（Ｌｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．））、ナズナ（ｓｈｅｐｈｅｒｄｓ　ｐ
ｕｒｓｅｓ）（キャップスエラー・バーサーパーストーライズ（Ｃａｐｓｅｌｌａ　ｂｕ
ｒｓａｐａｓｔｏｒｉｅｓ））、シロザ（チェノーポーディアム・アルバム（Ｃｈｅｎｏ
ｐｏｄｉｕｍ　ａｌｂｕｍ））、ダブルソーン（ｄｏｕｂｌｅ　ｔｈｏｒｎ）（オキシゴ
ナム・シヌアツム（Ｏｘｙｇｏｎｕｍ　ｓｉｎｕａｔｕｍ））、ソバカズラ（ポリゴナム
・コンボルビュラス（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｃｏｎｖｏｌｖｕｌｕｓ））、センジュギク
（テージーティーズ・ミナッター（Ｔａｇｅｔｅｓ　ｍｉｎｕｔａ））、ハキダメギク（
ギャリンソガー・パービフローオアー（Ｇａｌｉｎｓｏｇａ　ｐａｒｖｉｆｌｏｒａ））
、ホワイトチャーロック（ｗｈｉｔｅ　ｃｈａｒｌｏｃｋ）（ラファナズ・ラファナスト
リアム（Ｒａｐｈａｎｕｓ　ｒａｐｈａｎａｓｔｒｉｕｍ））、ノスズメノテッポウ（ス
ズメノテッポウ属（Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｓｐｐ．））、イチゴツナギ（ブルーグラス
属（Ｐｏａ　ｓｐｐ．））、セイヨウヌカボ（アペラ属（Ａｐｅｒａ　ｓｐｐ．））、イ
ヌビエ（エキノクロア属（Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｓｐｐ．））、ヤエムグラ（ｃｌｅ
ａｖｅｒｓ）（ガリウムアパリン（Ｇａｌｉｕｍ　ａｐａｒｉｎｅ））、コハコベ（ｃｏ
ｍｍｏｎ　ｃｈｉｃｋｗｅｅｄ）（ステルアーリア・ミーディア（Ｓｔｅｌｌａｒｉａ　
ｍｅｄｉａ））、カキネガラシ（シシンブリアム・オフィシネール（Ｓｉｓｙｍｂｒｉｕ
ｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ））、パセリピアート（ｐａｒｓｌｅｙ－ｐｉｅｒｔ）、カモ
ミール（マトリカリア・チャモミラ（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｃｈａｍｏｍｉｌｌａ））
、イヌカミツレ（マトリカリア・パーフォレート（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｐｅｒｆｏｒ
ａｔｅ））、オオバナノセンダングサ（ｓｈｅｐｈａｒｄ’ｓ－ｎｅｅｄｌｅ）、ナズナ
（ｓｈｅｐｈｅｒｄ’ｓ－ｐｕｒｓｅ）、自生アブラナ（ｖｏｌｕｎｔｅｅｒ　ｏｉｌｓ
ｅｅｄ　ｒａｐｅ）（ブラシカナプス（ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ））、セイヨウノ
ダイコン（ｗｉｌｄ　ｒａｄｉｓｈ）（ラハナス・ラハニストラム（Ｒａｐｈａｎｕｓ　
ｒａｐｈａｎｉｓｔｒｕｍ））、ノハラガラシ（ｃｈａｒｌｏｃｋ）（シナピス・アルベ
ンシス（Ｓｉｎａｐｉｓ　ａｒｖｅｎｓｉｓ））、ケシ（ｐｏｐｐｙ）（パパベー・ロエ
アス（Ｐａｐａｖｅｒ　ｒｈｏｅａｓ））、特にノスズメノテッポウ、イチゴツナギ、セ
イヨウヌカボ、ヤエムグラ、ハコベ、カミルレモドキ、ケシ、ノハラガラシおよび自生ア
ブラナの１種または複数種である、請求項２０～２３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２５】
　前記成長が抑制される植物が、ノスズメノテッポウ、イチゴツナギ、セイヨウヌカボ、
ヤエムグラ、ハコベ、カミルレモドキ、ケシ、ノハラガラシおよび自生アブラナの１種ま
たは複数種である、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　施用されるフルフェナセット対フロラスラムの重量比が、１０００：１～１：２０の範
囲内である、請求項２０～２５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２７】
　施用されるフルフェナセット対フロラスラムの重量比が、５００：１～１：１５の範囲
内である、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
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　施用されるフルフェナセット対フロラスラムの重量比が、１２０：１～５：１の範囲内
である、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　フルフェナセットおよびフロラスラムが、施用される活性成分であるフルフェナセット
およびフロラスラムの総量が０．０１キログラム／ヘクタール（ｋｇ／ｈａ）～約５．０
ｋｇ／ｈａとなる施用量で施用される、請求項２０～２８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３０】
　フルフェナセットおよびフロラスラムが、施用される活性成分であるフルフェナセット
およびフロラスラムの総量が０．０５ｋｇ／ｈａ～３．０ｋｇ／ｈａとなる施用量で施用
される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　フルフェナセットおよびフロラスラムが、８０～５００ｇ／ｈａのフルフェナセットお
よび１～２０ｇ／ｈａのフロラスラムの施用量で施用される、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　フルフェナセットおよびフロラスラムが、１２０～３６０ｇ／ｈａのフルフェナセット
および１～７．５ｇ／ｈａのフロラスラムの施用量で施用される、請求項３１に記載の方
法。
【請求項３３】
　フルフェナセットおよびフロラスラムが、植え付け前、発芽前および／または発芽後に
施用される、請求項２０～３２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項３４】
　実質的に上記に記載されている望ましくない植物の成長を抑制する方法。
【請求項３５】
　生息地での植物の成長の抑制におけるフルフェナセットおよびフロラスラムの組み合わ
せの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は除草組成物に関する。更に、本発明は、前述の組成物の使用を含む、特に作物
における望ましくない植生の成長を抑制する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　作物の成長を阻害する望ましくない植生からの作物の保護が、農業において絶えること
なく繰り返して発生する問題である。この問題を解決するために、研究者らが、このよう
な望ましくない成長の抑制において効果的である、広範で多様な化学物質および化学製剤
の製造を試みている。多くの種類の化学除草剤が文献に開示されてきており、多数が商業
的に使用されている。
【０００３】
　ある除草性活性成分は、個別に施用される場合よりも、組み合わされて施用された場合
により効果が高いことが分かっており、この効果は、「相乗作用」と称されている。文献
（Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｗｅｅｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　
Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ，Ｓｅｖｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，１９９４，
３１８ページ）によれば、「相乗作用」は、要素が組み合わされた場合の効果が、要素の
各々が別々に施用された場合の応答を基準として予測される効果よりも高くなるような２
種以上の要素の相互作用である。
【０００４】
　米国特許第６，９６７，１８８号には、一般的な種類のヘテロアリールオキシ－アセト
アミドと広範囲の除草剤成分との組み合わせが開示されている。広範囲の混合物が相乗作
用を示すという推論が主張されている。
【０００５】
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　フルフェナセットおよびフロラスラムが、除草活性を有すると共に望ましくない植物の
成長の抑制に用いられることで知られる２種の化合物である。意外なことに、フルフェナ
セットおよびフロラスラムは、例えば両方の化合物を含む組成物において組み合わせて施
用された場合に、または、処理されるべき生息地に一緒に施用された場合に、植物の成長
の抑制において相乗的効果を示すことがここに見いだされた。
【０００６】
　本発明の除草組成物を形成し、本発明の方法に用いられる除草性活性成分は、植物の成
長に対する効果が、本技術分野で個々に知られている。これらは、イギリス作物保護委員
会（Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ）で公
開した文献（Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ　Ｍａｎｕａｌ，Ｔｗｅｌｆｔｈ　Ｅｄｉｔ
ｉｏｎ，２０００）にすべて開示されている。これらは市販もされているものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第６，９６７，１８８号
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ　Ｍａｎｕａｌ，Ｔｗｅｌｆｔｈ　Ｅｄ
ｉｔｉｏｎ，２０００　（Ｔｈｅ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　
Ｃｏｕｎｃｉｌ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の基礎をなすフルフェナセットおよびフロラスラムの相乗的効果は、成分（Ａ）
フルフェナセットおよび（Ｂ）フロラスラムの各々の使用を超える多数の利点を１つ以上
提供できる。組み合わせて用いる場合には、除草効力を高いレベルで維持しながら各成分
の施用量を大幅に低減させることができる。フルフェナセットおよびフロラスラムの両方
を用いる処理では、これらの成分のいずれかを単独で用いる場合よりも幅広い殺草スペク
トルを有することができる。フルフェナセットおよびフロラスラムの組み合わせによる使
用は、特に個々の成分が単独では効力を有さないような低施用量でも、雑草種の防除に効
果を示すことができる。前述の２種の有効な成分を含む組成物を使用することで、各成分
を個別に用いた場合の速度から予測されるものよりも速い作用速度を得ることができる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１の態様において、本発明は、除草有効量の（Ａ）フルフェナセットおよび（Ｂ）フ
ロラスラムを含む組成物を提供する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　組成物は、除草有効量の（Ａ）フルフェナセットおよび（Ｂ）フロラスラムの組み合わ
せを含有する。ここで用いられる「除草剤」とは、植物の成長を抑制する化合物を指す。
ここで用いられる「除草有効量」とは、植物の成長に対して抑制効果を発揮するような化
合物またはそのような化合物の組み合わせの量を指す。この抑制効果は、標的植物の自然
な発生を狂わせるものすべてを含み、例えば死滅、植物の発生および成長態様の１つ以上
の遅れ、葉焼け、白化、矮化等を含む。「植物」という用語は、苗条、葉、針葉、茎、枝
、子実体、果実、種子、根、塊茎および根茎を含む植物のすべての物理的な部分を指す。
【００１２】
　フルフェナセット（ＩＵＰＡＣ名：４’－フルオロ－Ｎ－イソプロピル－２－（５－ト
リフルオロメチル－１，３，４－チアジアゾール－２－イルオキシ）アセトアニリド）は
以下の化学構造を有する。
【００１３】
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【化１】

【００１４】
　フルフェナセットは細胞増殖および細胞分裂の選択的な阻害剤である。これは、標的植
物における分裂組織の細胞膜に作用し、膜選択性および浸透性の両方に干渉する。次いで
、これにより細胞分裂が妨げられ、従って、望ましくない増殖が妨げられる。フルフェナ
セットは、所定の種の草の防除に特に効果的である。
【００１５】
　フロラスラム（ＩＵＰＡＣ名：２’，６’，８－トリフルオロ－５－メトキシ［１，２
，４］トリアゾロ［１，５－ｃ］ピリミジン－２－スルホンアニリド）は以下の化学構造
を有する。
【００１６】

【化２】

【００１７】
　フロラスラムは、標的植物におけるアセトラクターゼシンターゼ酵素（ＡＬＳ）の阻害
剤である。これは、標的植物におけるロイシン、イソロイシンおよびバリンなどの分岐鎖
アミノ酸の合成を阻害する。
【００１８】
　上記のとおり、本発明は、望ましくない植生の成長を抑制するための、除草有効量の（
Ａ）フルフェナセットおよび（Ｂ）フロラスラムを含む相乗的な除草組成物に関する。
【００１９】
　また、本発明は、本発明の第１の態様に係る除草組成物を除草有効量で植生またはその
生息地に施用するステップを含む、植物における望ましくない植生を防除するための方法
を提供する。
【００２０】
　さらなる態様において、本発明は、生息地に、除草有効量のフルフェナセットおよびフ
ロラスラムを施用するステップを含む、生息地における植物の成長を抑制するための方法
を提供する。
【００２１】
　さらなる態様において、本発明は、生息地での植物の成長の抑制におけるフルフェナセ
ットおよびフロラスラムの組み合わせの使用を提供する。
【００２２】
　本発明の組成物および方法は、穀類、綿、ジャガイモ、ヒマワリ、ピーナッツおよびダ
イズを含む一連の作物における望ましくない植生の防除に有用である。このような作物に
おける望ましくない植生の防除は、生息地に、フロラスラムおよびフルフェナセットを好
適な量で施用することにより達成され得る。活性化合物は、生息地に一緒に施用されても
別々に施用されてもよい。別々に施用される場合、フルフェナセットおよびフロラスラム
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は、同時および／または連続して施用され得る。防除は、植生またはその生息地に除草有
効量の除草組成物を施用することを含む。
【００２３】
　（Ａ）フルフェナセットおよび（Ｂ）フロラスラムに係る種のスペクトル（すなわち、
それぞれ化合物によって防除される雑草種）は広く、かつ、きわめて補完的である。フル
フェナセットは、イネ科の草および一部分の広葉雑草の防除において活性である。フロラ
スラムは、ほとんどの広葉雑草の防除に有効である。意外なことに、フルフェナセットお
よびフロラスラムの組み合わせが多くの雑草の防除において相乗的な作用を示すことが見
出された。フルフェナセットおよびフロラスラムの組み合わせによって特に防除されやす
い雑草としては、オオスズメノテッポウ（セタリア属（Ｓｅｔａｒｉａ　ｓｐｐ．））、
野生のシコクビエ（オヒシバ属（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ　ｓｐｐ．））、シバムギ（ｃｏｕｇ
ｈ　ｇｒａｓｓ）（メヒシバ属（Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｓｐｐ．））、ライグラス（ドク
ムギ属（Ｌｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．））、ナズナ（ｓｈｅｐｈｅｒｄｓ　ｐｕｒｓｅｓ）（
キャップスエラー・バーサーパーストーライズ（Ｃａｐｓｅｌｌａ　ｂｕｒｓａｐａｓｔ
ｏｒｉｅｓ））、シロザ（チェノーポーディアム・アルバム（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　
ａｌｂｕｍ））、ダブルソーン（ｄｏｕｂｌｅ　ｔｈｏｒｎ）（オキシゴナム・シヌアツ
ム（Ｏｘｙｇｏｎｕｍ　ｓｉｎｕａｔｕｍ））、ソバカズラ（ポリゴナム・コンボルビュ
ラス（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｃｏｎｖｏｌｖｕｌｕｓ））、センジュギク（テージーティ
ーズ・ミナッター（Ｔａｇｅｔｅｓ　ｍｉｎｕｔａ））、ハキダメギク（ギャリンソガー
・パービフローオアー（Ｇａｌｉｎｓｏｇａ　ｐａｒｖｉｆｌｏｒａ））、ホワイトチャ
ーロック（ｗｈｉｔｅ　ｃｈａｒｌｏｃｋ）（ラファナズ・ラファナストリアム（Ｒａｐ
ｈａｎｕｓ　ｒａｐｈａｎａｓｔｒｉｕｍ））、ノスズメノテッポウ（スズメノテッポウ
属（Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｓｐｐ．））、イチゴツナギ（ブルーグラス属（Ｐｏａ　ｓ
ｐｐ．））、セイヨウヌカボ（アペラ属（Ａｐｅｒａ　ｓｐｐ．））、イヌビエ（エキノ
クロア属（Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｓｐｐ．））、ヤエムグラ（ｃｌｅａｖｅｒｓ）（
ガリウムアパリン（Ｇａｌｉｕｍ　ａｐａｒｉｎｅ））、コハコベ（ｃｏｍｍｏｎ　ｃｈ
ｉｃｋｗｅｅｄ）（ステルアーリア・ミーディア（Ｓｔｅｌｌａｒｉａ　ｍｅｄｉａ））
、カキネガラシ（シシンブリアム・オフィシネール（Ｓｉｓｙｍｂｒｉｕｍ　ｏｆｆｉｃ
ｉｎａｌｅ））、パセリピアート（ｐａｒｓｌｅｙ－ｐｉｅｒｔ）、カモミール（マトリ
カリア・チャモミラ（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｃｈａｍｏｍｉｌｌａ））、イヌカミツレ
（マトリカリア・パーフォレート（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｐｅｒｆｏｒａｔｅ））、オ
オバナノセンダングサ（ｓｈｅｐｈａｒｄ’ｓ－ｎｅｅｄｌｅ）、ナズナ（ｓｈｅｐｈｅ
ｒｄ’ｓ－ｐｕｒｓｅ）、自生アブラナ（ｖｏｌｕｎｔｅｅｒ　ｏｉｌｓｅｅｄ　ｒａｐ
ｅ）（ブラシカナプス（ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ））、セイヨウノダイコン（ｗｉ
ｌｄ　ｒａｄｉｓｈ）（ラハナス・ラハニストラム（Ｒａｐｈａｎｕｓ　ｒａｐｈａｎｉ
ｓｔｒｕｍ））、ノハラガラシ（ｃｈａｒｌｏｃｋ）（シナピス・アルベンシス（Ｓｉｎ
ａｐｉｓ　ａｒｖｅｎｓｉｓ））、ケシ（ｐｏｐｐｙ）（パパベー・ロエアス（Ｐａｐａ
ｖｅｒ　ｒｈｏｅａｓ））が挙げられ、特に、ノスズメノテッポウ、イチゴツナギ、セイ
ヨウヌカボ、ヤエムグラ、ハコベ、カミルレモドキ、ケシ、ノハラガラシおよび自生アブ
ラナが挙げられる。
【００２４】
　一実施形態においては、本発明の組成物および／または方法は、前述の植物の１種また
は複数種（デジタリアサングイナリス（Ｄｉｇｉｔａｒｉａ　ｓａｎｇｕｉｎａｌｉｓ）
およびナルコビエ（Ｅｒｉｏｃｈｌｏａ　ｖｉｌｌｏｓａ）を除く）の成長の抑制に用い
られる。
【００２５】
　一実施形態においては、本発明の組成物および／または方法は、前述の植物の１種また
は複数種（アロペクルスミオスロイデス（Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｍｙｏｓｕｒｏｉｄｅ
ｓ）、ステルアーリア・ミーディア（Ｓｔｅｌｌａｒｉａ　ｍｅｄｉａ）、ポリゴナム・
コンボルビュラス（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｃｏｎｖｏｌｖｕｌｕｓ）、マトリカリア・イ
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ノドラ（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｉｎｏｄｏｒａ）、ヤグルマギク（Ｃｅｎｔａｕｒｅａ
　ｃｙａｎｕｓ）、スズメノカタビラ（Ｐｏａ　ａｎｎｕａ）およびカラスムギ（Ａｖｅ
ｎａ　ｆａｔｕａ）を除く）の成長の抑制に用いられる。
【００２６】
　本発明の組成物および／または方法は、より具体的には、ノスズメノテッポウ（スズメ
ノテッポウ属（Ａｌｏｐｅｃｕｒｕｓ　ｓｐｐ．））、イチゴツナギ（ブルーグラス属（
Ｐｏａ　ｓｐｐ．））、セイヨウヌカボ（アペラ属（Ａｐｅｒａ　ｓｐｐ．））、ヤエム
グラ（ガリウムアパリン（Ｇａｌｉｕｍ　ａｐａｒｉｎｅ））、ハコベ（ステルアーリア
・ミーディア（Ｓｔｅｌｌａｒｉａ　ｍｅｄｉａ））、カミツレモドキ（マトリカリア属
（Ｍａｔｒｉｃａｒｉａ　ｓｐｐ．））、ケシ（パパベー・ロエアス（Ｐａｐａｖｅｒ　
ｒｈｏｅａｓ））、ノハラガラシ（シナピス・アルベンシス（Ｓｉｎａｐｉｓ　ａｒｖｅ
ｎｓｉｓ））および自生アブラナ（ブラシカナプス（ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ））
の成長を抑制するために用いられることが可能である。
【００２７】
　一実施形態においては、本発明の組成物および／または方法は、セイヨウヌカボ（アペ
ラ属（Ａｐｅｒａ　ｓｐｐ．））、ヤエムグラ（ガリウムアパリン（Ｇａｌｉｕｍ　ａｐ
ａｒｉｎｅ））、ケシ（パパベー・ロエアス（Ｐａｐａｖｅｒ　ｒｈｏｅａｓ））、ノハ
ラガラシ（シナピス・アルベンシス（Ｓｉｎａｐｉｓ　ａｒｖｅｎｓｉｓ））および自生
アブラナ（ブラシカナプス（ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ））を防除するために適用さ
れる。
【００２８】
　組み合わされた場合、または、一緒に用いられた場合における（Ａ）フルフェナセット
および（Ｂ）フロラスラムの相乗的効果は、これらの２種の成分の広い範囲の重量比で発
揮される。多くの実施形態において、フルフェナセットは、フロラスラムに対して過剰な
重量で使用される。本発明の組成物または使用において、（Ａ）フルフェナセット対（Ｂ
）フロラスラムの重量比は、好ましくは１０００：１以下、より好ましくは５００：１以
下、更により好ましくは４５０：１以下、より好ましくは３６０：１以下であり、１５０
：１以下、特に１２０：１以下の比が多くの実施形態において好ましい。（Ａ）フルフェ
ナセット対（Ｂ）フロラスラムの重量比は、好ましくは１：２０超、より好ましくは１：
１５超、更により好ましくは１：１０超、より好ましくは１：５超であり、約１：１の比
が多くの実施形態に好適である。フルフェナセット対フロラスラムの重量比は、約１００
０：１～約１：２０の範囲内であることが好ましい。好ましくは、（Ａ）フルフェナセッ
トおよび（Ｂ）フロラスラムの重量比は、約５００：１～約１：１５、より好ましくは約
４５０：１～約１：１、更により好ましくは約３６０：１～約１：１、より好ましくは約
１５０：１～約１：１、特に約１２０：１～約５：１である。
【００２９】
　活性な相乗的成分は本発明の組成物中に広範囲の量で存在し得る。好ましい実施形態に
おいて、（Ａ）フルフェナセットおよび（Ｂ）フロラスラムの総量は相乗的組成物の約５
～９９重量％である。好ましくは、前記組成物は、１０～７５重量％のフルフェナセット
および０．１～５重量％のフロラスラム、より好ましくは１２～６５重量％のフルフェナ
セットおよび０．２～４重量％のフロラスラムを含む。
【００３０】
　普通、活性成分であるフルフェナセットおよびフロラスラムの施用量は、雑草の種類、
作物植物の種類、土壌タイプ、時季、気候、土壌生態のような要因及び他の種々の要因に
応じる。特定の環境に対する組成物の施用量は、通常の試験によって容易に判定できる。
【００３１】
　普通、本発明の組成物または方法は、施用される活性成分（Ａ）フルフェナセットおよ
び（Ｂ）フロラスラムの総量が約０．０１キログラム／ヘクタール（ｋｇ／ｈａ）～約５
．０ｋｇ／ｈａとなる施用量で施用できる。好ましくは、施用量が約０．０５ｋｇ／ｈａ
～３．０ｋｇ／ｈａの活性成分である。
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【００３２】
　本発明のいくつかの実施形態において、活性成分の施用量は、８０～５００ｇ／ｈａの
（Ａ）フルフェナセットおよび１～２０ｇ／ｈａの（Ｂ）フロラスラムである。本発明の
いくつかの実施形態において、活性成分の施用量は、１２０～３６０ｇ／ｈａの（Ａ）フ
ルフェナセットおよび１～７．５ｇ／ｈａの（Ｂ）フロラスラムである。
【００３３】
　上記のとおり、本発明において、フルフェナセットおよびフロラスラムは、本発明の組
成物などの２成分除草系の一部として別々に、または、組み合わされて施用され得る。
【００３４】
　本発明の組成物は、例えばフルフェナセットおよびフロラスラムを適切な助剤と混合す
るといった従来の様式で製剤化することが可能である。好適な助剤は製剤の種類などの要
因に応じることとなり、当業者には公知であろう。
【００３５】
　特に、組成物は、増量剤、キャリア、溶剤、界面活性剤、安定化剤、消泡剤、凍結防止
剤、防腐剤、酸化防止剤、着色剤、増粘剤、固体接着剤、充填剤、湿潤剤、分散剤、潤滑
剤、固化防止剤、脱泡剤および希釈剤から選択される１種または複数種の助剤をさらに含
み得る。このような助剤は技術分野において公知であると共に、市販されている。本発明
の組成物の製剤におけるこれらの使用は当業者にとっては明らかであろう。
【００３６】
　フルフェナセットおよびフロラスラムの組み合わせを適用するための好適な製剤は、水
溶性濃厚剤（water-soluble　concentrate;SL）、乳化濃厚剤（emulsifiable　concentra
te;　EC）、乳剤（emulsion;　EW）、マイクロエマルジョン（micro-emulsion;　ME）、
懸濁濃厚剤（suspension　concentrate;　SC）、油性懸濁濃厚剤（oil-based　suspensio
n　concentrate;　OD）、流動性懸濁液（flowable　suspension;　FS）、水分散性顆粒（
water-dispersible　granule;　WG）、水溶性顆粒（water-soluble　granule;　SG）、水
分散性粉末（water-dispersible　powder;　WP）、水溶性粉末（water　soluble　powder
;　SP）、顆粒（granule;　GR）、カプセル化顆粒（encapsulated　granule;　CG）、細
粒（fine　granule;　FG）、大型粒剤（macrogranule;　GG）、水性サスポエマルジョン
（aqueous　suspo-emulsion;　SE）、カプセル懸濁剤（capsule　suspension;　CS）およ
び微粒剤（microgranule;　MG）を含む。好ましい製剤は、カプセル懸濁剤（CS）、乳化
濃厚剤（EC）、顆粒（GR）、懸濁濃厚剤（SC）、水分散性顆粒（WG）および水分散性粉末
（WP）である。
【００３７】
　一実施形態において、本発明では、乳化濃厚剤（EC）を除く前述のタイプのいずれか１
種の製剤が採用される。この実施形態においては、好ましい製剤のタイプは、懸濁濃厚剤
（SC）、水分散性顆粒（WG）、水分散性粉末（WP）およびカプセル懸濁剤（CS）である。
【００３８】
　組成物は、１種または複数種の不活性充填剤を含んでいてもよい。このような不活性充
填剤は技術分野において公知であると共に、商業的に入手可能である。好適な充填剤とし
ては、例えば、カオリン、アルミナ、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モン
モリロナイトおよび珪藻土などの天然の粉砕した鉱物、または、高分散ケイ酸、酸化アル
ミニウム、ケイ酸およびリン酸カルシウムならびにリン酸水素カルシウムなどの合成の粉
砕した鉱物が挙げられる。顆粒のための好適な不活性充填剤としては、例えば、方解石、
大理石、軽石、セピオライトおよびドロマイトなどの破砕すると共に分別した天然の鉱物
、または、無機および有機材料の合成顆粒、ならびに、おがくず、ココナツの殻、トウモ
ロコシ穂軸およびタバコの茎部などの有機材料の顆粒が挙げられる。
【００３９】
　組成物は、任意選択により、製剤化される活性化合物に応じて、好ましくは非イオン性
、カチオン性および／またはアニオン性の性質を有する１種または複数種の界面活性剤、
ならびに、良好な乳化特性、分散特性および浸潤特性を有する界面活性剤の混合物を含み
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得る。好適な界面活性剤は技術分野において公知であると共に、市販されている。
【００４０】
　好適なアニオン性界面活性剤は、いわゆる水溶性セッケンおよび水溶性合成界面活性化
合物の両方であることが可能である。用いられ得るセッケンとしては、高級脂肪酸（Ｃ１

０～Ｃ２２）のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩または置換もしくは無置換アンモニ
ウム塩、例えばオレイン酸もしくはステアリン酸、または、天然脂肪酸混合物のナトリウ
ム塩もしくはカリウム塩が挙げられる。
【００４１】
　界面活性剤は、イオン性または非イオン性タイプの乳化剤、分散剤または湿潤剤を含み
得る。このような物質の例としては、ポリアクリル酸の塩、リグノスルホン酸の塩、フェ
ニルスルホン酸もしくはナフタレンスルホン酸の塩、エチレンオキシドと、脂肪族アルコ
ールもしくは脂肪酸もしくは脂肪族アミンとの重縮合物、特にアルキルフェノールといっ
た置換フェノール、スルホコハク酸エステル塩、特にアルキルタウレートといったタウリ
ン誘導体、および、ポリエトキシル化フェノールまたはアルコールのリン酸エステルが挙
げられる。
【００４２】
　活性化合物および／または不活性キャリアおよび／または助剤／補助剤が水に不溶性で
あると共に、組成物を最終的に施用する際の媒体が水である場合、少なくとも１種の界面
活性剤が存在することが一般に必要とされる。
【００４３】
　この組成物は、任意選択により、１種または複数種の高分子安定化剤をさらに含んでい
てもよい。本発明において用いられる好適な高分子安定化剤としては、ポリプロピレン、
ポリイソブチレン、ポリイソプレン、モノオレフィンおよびジオレフィンの共重合体、ポ
リアクリレート、ポリスチレン、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタンまたはポリアミドが挙げ
られるが、これらに限定されない。好適な安定化剤は技術分野において公知であると共に
、市販されている。
【００４４】
　上記の界面活性剤および高分子安定化剤は一般に、組成物に安定性を付与し、これによ
り、組成物の配製剤化、保管、輸送および施用が可能となると考えられている。
【００４５】
　組成物において、使用に好適な消泡剤は、農薬組成物におけるこの目的に通常用いられ
ることが可能であるすべての物質を含む。好適な消泡剤は技術分野において公知であると
共に、商業的に入手可能である。特に好ましい消泡剤は、ポリジメチルシロキサンおよび
ペルフルオロアルキルホスホン酸の混合物、例えばＧＥまたはＣｏｍｐｔｏｎ社から入手
可能であるシリコーン消泡剤である。
【００４６】
　組成物において、使用に好適な溶剤は、利用される活性化合物を完全に溶解する、通例
用いられるすべての有機溶剤から選択され得る。同様にフルフェナセットおよびフロラス
ラムのための好適な有機溶剤は本技術分野において公知である。以下が好ましいものとし
て記載され得る：Ｎ－メチルピロリドン、Ｎ－オクチルピロリドン、シクロヘキシル－１
－ピロリドン；および、パラフィン系、イソパラフィン系、シクロパラフィン系および芳
香族炭化水素の混合物（ＳＯＬＶＥＳＳＯＴＭ２００として商業的に入手可能である）。
好適な溶剤は市販されている。
【００４７】
　好適な防腐剤は、このタイプの農薬組成物におけるこの目的に通常用いられることが可
能であるすべての物質を含み、同様に本技術分野において周知である。記載され得る好適
な例としては、ＰＲＥＶＥＮＴＯＬ（登録商標）（Ｂａｙｅｒ　ＡＧ社製）およびＰＲＯ
ＸＥＬ（登録商標）（Ｂａｙｅｒ　ＡＧ社製）が挙げられる。
【００４８】
　組成物は酸化防止剤を含み得る。好適な酸化防止剤は、本技術分野において公知である
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とおり、農薬組成物におけるこの目的に通常用いられることが可能であるすべての物質で
ある。ブチル化ヒドロキシトルエンが好ましい。
【００４９】
　組成物において、使用に好適な増粘剤は、農薬組成物におけるこの目的に通常用いられ
ることが可能であるすべての物質を含む。例としては、キサンタンガム、ＰＶＯＨ、セル
ロースおよびその誘導体、クレイ水和ケイ酸、ケイ酸アルミニウムマグネシウムまたはこ
れらの混合物が挙げられる。同様に、このような増粘剤は本技術分野において公知である
と共に、商業的に入手可能である。
【００５０】
　組成物は、さらに１種または複数種の固体接着剤を含み得る。このような接着剤は本技
術分野において公知であると共に、商業的に入手可能である。これらとしては、セルロー
スまたは置換セルロース、粉末、顆粒もしくはラチス形態の天然および合成ポリマーなど
の粘着剤を含む有機接着剤、ならびに、石膏、シリカまたはセメントなどの無機接着剤が
挙げられる。
【００５１】
　本発明の方法および使用において、活性成分であるフルフェナセットおよびフロラスラ
ムの組み合わせは、植物の葉および／または周囲の土壌などの防除が所望される生息地に
、簡便な方法によって適用されることが可能である。「生息地」とは、植物が成長する場
所、植物の植物繁殖体が播種される場所、または、植物の植物繁殖体が播種されることと
なる場所を指す。
【００５２】
　上記のとおり、本発明は、また、作物における望ましくない植生の成長を抑制もしくは
変性させるための、例えば上記に記載されている組成物または製剤におけるフルフェナセ
ットおよびフロラスラムの組み合わせの使用に関する。フルフェナセットおよびフロラス
ラムの組み合わせは、例えばコムギ、オオムギ、ライ麦、カラスムギ、トウモロコシ、イ
ネ、モロコシ（Ｓｏｒｇｈｕｍ）、ライコムギおよび関連する作物といった穀類；例えば
サトウダイコンおよび飼料ビートといったビート；例えばリンゴ、ブドウ、セイヨウナシ
、セイヨウスモモ、モモ、アーモンド、サクランボといった仁果、石果および軟果、なら
びに、例えばイチゴ、ラズベリーおよびブラックベリーといった液果類などの果実；例え
ばインゲンマメ、レンズマメ、エンドウマメ、ダイズ、ピーナッツといったマメ科植物；
例えばセイヨウアブラナ、マスタード、ヒマワリといった油植物；例えばマロー（ｍａｒ
ｒｏｗ）、キュウリ、メロンといったウリ科；例えば綿、亜麻、アサ、ジュートといった
繊維植物；例えばオレンジ、レモン、グレープフルーツおよびマンダリンミカンといった
柑橘果実；例えばホウレンソウ、レタス、アスパラガス、キャベツ、ニンジン、タマネギ
、トマト、ジャガイモ、パプリカといった野菜；ならびに、花、潅木、広葉樹および常緑
樹（例えば針葉樹）などの観賞用植物を含む一連の作物の処理において有用である。
【００５３】
　好ましい実施形態において、本発明の組成物および／または方法は、穀類、綿、ジャガ
イモ、ヒマワリ、ピーナッツおよびダイズにおける望ましくない植生の成長の抑制に用い
られる。
【００５４】
　本発明の組成物および方法を用いる処理に好適な作物は、フルフェナセットおよびフロ
ラスラムに耐性を有するものを含む。耐性は、選択的な交配によってもたらされる天然の
耐性であることが可能であり、または、作物の遺伝子修飾によって人為的に導入されるこ
とが可能である。この点において、耐性とは、特定の除草剤によって損害を受ける感受性
が低いことを意味する。
【００５５】
　本発明の実施において採用される組成物は、当業者に公知である多様な方法によって、
種々の濃度で施用されることが可能である。本発明の方法および組成物は、防除が所望さ
れる生息地に対する植え付け前、発芽前または発芽後の施用により、望ましくない植生の
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、コーティング、吹付け、散布、浸漬、液浸、注入、潅漑等を含む従来の方法によって、
望ましくない植物の葉に施用され得る。
【００５６】
　本発明の方法は、フルフェナセットおよびフロラスラムの組み合わせに追加して、他の
有害生物防除剤を採用し得る。例えば、本発明の組成物は、殺菌・殺カビ剤、殺虫剤およ
び殺線虫剤などの他の有害生物防除剤、成長因子促進剤および肥料を含有しているか、ま
たは、これらと混合されていてもよく、これにより、本発明の活性を高めるか、または、
本発明の活性範囲が拡大されてもよい。同様に、本発明の方法は、前述の活性成分の１種
または複数種の使用と併せて採用することで、同様に活性について増加された効力または
より幅広い殺草スペクトルを得ることができる。
【００５７】
　本発明が好ましい実施形態およびその実施例を参照して説明されているが、本発明の範
囲は実施形態に記載されているもののみに限定されない。当業者には明らかであろうとお
り、添付の特許請求の範囲によって定義されている本発明の趣旨および範囲から逸脱する
ことなく、上記の発明に対して変更および適応を行うことが可能である。
【００５８】
　ここで、単なる例示を目的として、本発明の実施形態を以下の実施例により説明する。
【実施例】
【００５９】
形成実施例
実施例１　６０％フルフェナセットＷＧ
　以下の表１にまとめられている組成を有する水分散性顆粒製剤を調製した。
【００６０】
【表１】

【００６１】
実施例２　５％フロラスラムＳＣ
　以下の表２にまとめられている組成を有する懸濁濃厚剤製剤を調製した。
【００６２】
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【表２】

【００６３】
実施例３　６４％フルフェナセット＋０．８％フロラスラムＷＧ
　以下の表３にまとめられている組成を有する本発明に係る水分散性顆粒組成物を調製し
た。
【００６４】

【表３】

【００６５】
実施例４　１０％フルフェナセット＋０．３％フロラスラムＳＣ
　以下の表４にまとめられている組成を有する本発明に係る懸濁濃厚剤組成物を調製した
。
【００６６】
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【表４】

【００６７】
実施例５　２０％フルフェナセット＋０．２％フロラスラムＥＣ
　以下の表５にまとめられている組成を有する本発明に係る乳化濃厚剤組成物を調製した
。
【００６８】

【表５】

【００６９】
実施例６　６０％フルフェナセット＋３％フロラスラムＷＰ
　以下の表６にまとめられている組成を有する本発明に係る水分散性粉末組成物を調製し
た。
【００７０】
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【表６】

【００７１】
実施例７　５０％フルフェナセット＋２％フロラスラムＷＧ
　以下の表７にまとめられている組成を有する本発明に係る水分散性顆粒組成物を調製し
た。
【００７２】

【表７】

【００７３】
実施例８　１２％フルフェナセット＋０．３％フロラスラムＳＣ
　以下の表８にまとめられている組成を有する本発明に係る懸濁濃厚剤組成物を調製した
。
【００７４】
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【表８】

【００７５】
実施例９　１２％フルフェナセット＋０．３％フロラスラムＣＳ
　以下の表９にまとめられている組成を有する本発明に係るカプセル懸濁剤組成物を調製
した。
【００７６】

【表９】
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【００７７】
生物学的実施例１
　オオムギ、コムギ、ヒマワリおよびトウモロコシ植物を圃場において並べて播種した。
異なる種類の雑草およびその相対密度を以下の表１０に記録、列挙されている。上記の実
施例１～９の製剤を植え付けから５０日後に施用した。植物に吹付けした後、苗床を約２
週間維持した。施用から２週間後に、処理効率の判定のために苗床を調査した。結果が以
下の表１１に記載されている。
【００７８】
【表１０】

【００７９】
　以下の表１１に記載の結果から分かるように、フルフェナセットおよびフロラスラムの
組み合わせを含む本発明の製剤は、標的雑草の防除において、フルフェナセットおよびフ
ロラスラム単独と比して、または、２種の活性成分の組み合わせから予測される効果と比
して、顕著に増加された効果を示した。この増加された効果は、２種の活性成分による相
乗作用を明らかに示すものである。
【００８０】
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【表１１】
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